
 

① ３×４×５のように、5 の倍数が１つ入れば、積は５の倍数になります。 

  １つの５の倍数に対して３つ 

  たとえば「５」だと、３×４×５、４×５×６、５×６×７です。 

  １から５０まで５の倍数は１０個 

  ただし、「５０」の時は１つだけなので 

   ３×９＋１＝２８ 個 

② 連続する３つの整数には３の倍数は必ず含まれます。 

  したがって、４の倍数が入るかどうかです。 

  ４の倍数でない、２の倍数が二つ入ることはありません。 

２の倍数が二つ入ればねどちらかは４の倍数です。 

したがって、４の倍数が１つ入れば、積は１２の倍数になります。 

1 つの４の倍数に対して３つ。 

たとえば「４」だと、２×３×４、３×４×５、４×５×６です。 

１から５０まで４の倍数は１２個 

ただし、「４８」の時も３つあるので 

   ３×１２＝３６ 個 

               答え ① ２８個  ② ３６個  

◆問題  

 １から５０までの整数で、連続する３つの整数を考えます。全部で４８組考え

られますが、その積について 

①５の倍数はいくつありますか。 

②１２の倍数はいくつありますか。 


